
■針葉樹一斉人工林における広葉樹導入手法・技術の開発

 概要：新たな森林整備
の一つの方法として、

（平成２２年度完了報告添付資料）

 場所：茨城署大沢国有林258ろ2林小班（城里町）

 期間：平成8年度～22（84）年度

 共同研究機関：森林総合研究所

の一つの方法として、
現在の針葉樹一斉人
工林の木材生産機能
を出来るだけ低下させ
ないで、路網の整備を
図りつつ、適度に広葉
樹を導入配置して、林
分内容の多様化を図
るための施業指標林
を造成しながら広葉樹
導入手法、森林管理
手法を見い出すことを
目的にする。

関東森林管理局森林技術センター
森林総合研究所



茨城署大沢国有林258ろ2林班（城里町）

● 試 験 地

図－１：大沢試験地における管理区分

A

Ａ：渓畔保残区、Ｂ：針葉樹育成区、Ｃ：針広
二段林区、Ｄ：広葉樹育成区、Ｅ：現広葉樹区

試験地は茨城県城里町大沢国
有林258林班に位置し、谷底から
尾根にかけて1952年に植栽され
た58年生のスギ・ヒノキの人工林
の一部（21ha）に設定し、その試

験地内の立地条件の異なる箇所
を選定して、左図のようにゾーニ
ングした。
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● 各調査区における間伐の実施状況と植栽木等の林分内容の推移

間伐前（針広二段林区） 間伐後（針広二段林区）

１ 間伐の実施状況

ア）1996年に渓畔・斜面下部・中
腹を実施

イ）１９９９年に斜面上部を実施

ウ）2008年に調査区全てを実施

２ 植栽木等の林分内容の推移

調査区 調査年次 1998 1999 2001 2003 2005 2008 2008(間伐後) 2010
渓畔 本数密度 (本/ha) 476.2 476.2 476.2 476.2 452.4(666.6) 333.3(547.5) 333.3(761.7)
(渓畔保残区) 平均胸高直径* (cm) 30.8 32.1 33.2 34.3 35.3 38.7 40.0

(スギ) 平均樹高* (m) 21.0 22.6 23.7 24.4 25.3(スギ) 平均樹高* (m) 21.0 22.6 23.7 24.4 25.3

胸高断面積合計(m
2
/ha) 36.88 40.16 43.05 46.01 46.50(47.76) 40.18(41.44) 42.90(44.15)

幹材積 (m
3
/ha) 369.9 480.8 505.8(510.6) 439.3(444.1) 480.6(485.4)

斜面下部 本数密度 (本/ha) 650.0 650.0 625.0(650) 625.0(650) 625.0(675) 425.0 425.0
(針葉樹育成区) 平均胸高直径

* (cm) 25.6 26.5 28.1 28.9 30.3 31.8 33.5

(スギ) 平均樹高
* (m) 18.9 20.3 21.9 22.1 22.7

胸高断面積合計(m2/ha) 35.73 38.64 39.93 42.36 48.51(48.69) 36.41 40.50(43.15)

幹材積 (m3/ha) 346.7 427.4 532.7(533.3) 404.6 452.2(452.9)
中腹 本数密度 (本/ha) 800.0 800.0 800.0 800.0 800.0 575.0 575.0
(針葉樹育成区) 平均胸高直径* (cm) 24.6 25.3 25.9 26.7 27.4 29.2 30.4

(ヒノキ) 平均樹高
* (m) 16.8 18.7 19.7 19.9 20.7

胸高断面積合計(m
2
/ha) 38.89 41.22 41.95 46.15 48.51 39.07 42.18(47.80)

幹材積 (m
3
/ha) 334.1 417.7 459.0 368.0 414.2(415.8)

斜面上部 本数密度 (本/ha) 1568.2 1340.9 1272.7(1295) 1272.7(1364) 750(818.1) 750.0(840.8)
(針広二段林区) 平均胸高直径

* (cm) 17.3 17.8 19.1 19.5 22.0 22.7

(ヒノキ) 平均樹高* (m) 12.5 13.6 14.4 15.1 16.0

胸高断面積合計(m2/ha) 37.95 35.50 38.43(38.43) 40.25(40.41) 29.01(29.12) 30.99(35.56)

幹材積 (m
3
/ha) 230.1 267.0(267.1) 298.4(299.8) 219.2(219.3) 291.6(314.66)

*
植栽木のみを対象。

**
( )内は広葉樹および植栽木以外の針葉樹も含めた値。



●各調査区の林床植生の群集組成（総合優先度）
渓畔(渓畔区域) 斜面下部(針葉樹育成区下部) 中腹(針葉樹育成区上部) 斜面上部(針広二段林区)

育成型 種 名 区分 1998 1999 2001 2003 2005 2008 2010 1999 2001 2003 2005 2008 2010 1998 1999 2001 2003 2005 2008 2010 1999 2001 2003 2005 2008 2010
高木性 アオダモ 落葉 1 6 57 56 182 107 57 382 8 7 9 9 7 10
木本類 アオハダ 落葉 2 2 1 1 1 1 1 3

アカシデ 落葉 1
アカメガシワ 落葉 1 1 1 1 6 5 2 1 5 3 8
アズキナシ 落葉 1
イタヤカエデ 落葉 1
イヌザクラ 落葉 50
ウリカエデ 落葉 6 6 53 176 179 4 178 3 3 3 4.5 3 3
ウワミズザクラ 落葉 1 50 1 52 1 176 3 3 52 177 2 376 53 1
エゴノキ 落葉 455 331 704 1352 1652 552 2502 4 4 5 7 2 1 375 375 625 625 375 176 376 3 3 3 4 2 5
エンコウカエデ 落葉 1 1
オオモミジ 落葉 1
カスミザクラ 落葉 1 1 1 2 5 54 276 5 57 4 103 352 2 1179 1 1 3 3 2 4
クリ 落葉 1 1 1 1 5 3 377 629 626 1 1 1 1 1 1 1
コシアブラ 落葉 2 2 1 2 1 2
コナラ 落葉 1 1 1 1 1 1 1 4 4 4 6 6 4
ミズキ 落葉 1 50 625 1 875 875 1 1 375 800 1250 1250 1
ヤマザクラ 落葉 1 5 1 23 2 52 1 350 278 727 1 2 4 2
ヤマボウシ 落葉 1
ヤマグワ 落葉 3 427 927 175 2 425
オオバアサガラ 落葉 176 227 1175 1551 1925 1050 1800 1 1 50 50 175 375
アカガシ 常緑 1
アラカシ 常緑 1 1 1 1 1アラカシ 常緑 1 1 1 1 1
シラカシ 常緑 2 1 2 1 1 1 632 880 880 882 1331 55
アカマツ 針葉 1 1 4
スギ 針葉 53 5 55 55 402 54 602 4 2 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1
ヒノキ 針葉 2 1 6 7 7 7 1504 5 5 1 2 1 1751 6

低木類 モミジイチゴ 232 2002 4675 1153 105 5 379 954 5850 4975 2228 5 181 206 9 10 7 58 7 8 1 2 2 1 2 4
クロモジ 5 6 277 54 625 104 182 407 1529 2279 1735 1903 1978 607 605 1054 1952 1102 1654 1854 9 7 5 7 7 8
キブシ 177 427 850 1175 1675 676 1502 5 54 178 2 2 1 7 10 8 7 6 5 3 1 1 3 5 3
クサギ 750 375 626 625 375 1 1 3 3 1
コウゾ 1252 877 727 3 50 1 1 3
ムラサキシキブ 1 2 4 875 1 1 878 808 1229 1777 1804 1930 1428 6 7 59 453 154 5 4 1 3 4 4 5 1
ヒサカキ 50 50 175 176 375 176 625 1 1 2 751 801 1854 2402 2853 3053 4177 58 8 59 656 57 378
リョウブ 1 1 1 1 179 179 54 451 252 229 104 5 6 5 5 5 7
コアジサイ 53 650 601 650 450 525 1 1 2 1 2 5 5 5 55 55 6
コゴメウツギ 50 51 178 175 376 52 177 1 1 1 1
ハナイカダ 54 104 602 901 1152 204 655 4 5 5 5 55 56 2 3 2 51 51 1 4 1 1
ヤマツツジ 1 1 2 1 2 1 1 1278 1354 1228 1151 404 404
ヤマブキ 350 351 353 553 427 54 278 526 677 628 776 480 578

ササ類 ミヤコザサ 1752 2875 3000 1276 1751 581 3803 3377 2802 1576 1478 703 454 5925 6225 6975 7550 7100 5425 5075
草本類 ベニシダ 1 3 2 2 3 53 280 1002 732 1253 1272 2525

ゼンマイ 550 225 425 550 376 225 50 50 175 50 175 1 50
ミゾシダ 377 426 378 226 751 51 800 1 1 1 2 4 1
チヂミザサ 2926 106 9 6 5 3 56 233 5 6 4 1 7 8 8 6 3 3 6 4 1 3

ツル植物 ミツバアケビ 102 5 104 57 55 6 154 281 504 481 503 376 58 8 57 9 57 59 232 58 7 6 4 5 7 5
シラクチヅル 3 3 53 52 3 9 2 1 1 50 51 225 2 2 2 2 1 2 1
フジ 1 1 1 2 2 2 5 5 3 2 2 2 1

全体被度 #N.A 96 100 100 100 80 93 87 100 100 100 81 88 91 97 100 100 100 90 93 36 23 20 37 34 47
出現種数 75 84 79 69 73 65 80 86 80 64 58 60 61 81 80 67 64 61 65 74 48 43 53 54 61 74

※総合優先度＝優先度合計／プロット数×100



●各区の高木性樹種の本数密度と樹高の推移（２－１）

渓畔（渓畔保残区）渓畔(更新本数)
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ア 渓畔ではスギが年々減少傾向であったが2008年の間伐後増加、エゴノキは年々減少傾向にあった。

渓畔部（渓畔保残区） 渓畔部（渓畔保残区）

ア 渓畔ではスギが年々減少傾向であったが2008年の間伐後増加、エゴノキは年々減少傾向にあった。

斜面下部(更新本数)
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斜面下部(平均樹高)
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イ 斜面下部では全体的に本数密度が低く、中腹と尾根に比べて樹高は伸びている。特にミズキ、オオバアサガラの樹高成長が確認できた。

斜面下部（針葉樹育成区下部） 斜面下部（針葉樹育成区下部）



●各調査区の高木性樹種の本数密度と樹高の推移（２－２）
中腹(更新本数)
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ウ 中腹ではアオダモ・カスミザクラ・ヒノキの稚樹が多く発生している。また、エゴノキやウリカエデ等の樹高成長が確認できた。

中腹部（針葉樹育成区上部） 中腹部（針葉樹育成区上部）
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●これらのことから

間伐によって林内の光環境が大きく改善されたことで林床植生の回復が図られた。斜面上部（針広二段林区）に高木
性樹種が多く見られたことは、隣接する民有地の広葉樹林が種子源となっていると考えられる。中腹部（針葉樹育成区
上部）についてはヒノキの稚樹が多く確認できたことから、将来はヒノキの天然更新の可能性が示唆された。林冠が閉
鎖する前に立地環境に応じた適切な間伐を繰り返し実行することにより、高木性の広葉樹等の導入育成を図ることがで
きると考えられる。
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エ 斜面上部はシラカシやアオダモが多く更新し、アラカシやシラカシの樹高成長が確認できた。他の種は大半が稚樹であった。


